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明治学院大学心理学部は、「こころを探り、人を支える」をコンセプトに、毎年公開講座を開催しています。今回

は、2日間にわたり「東日本大震災後の社会と心理学」をテーマに行います。 

 

この公開講座では、2011年3月11日に発生した東日本大震災後、社会の中で心理学はどのような課題に取

り組む必要があるのか、特に震災後の家族と子どもたちにとって心理学はどのような役割を果たすことができる

のか、来場者とともに考えを深めたいと思います。 

 

3月3日（土）は、震災後、福島から山形へ避難してきた、父親と離れて暮らす母子家庭の現状と子育て支援の

活動報告とともに心理学の連携や協働について考えます。また、3月12日（月）は、震災が被災地で暮らす人の

みならず、一人ひとりが家族の存在や自分と家族の関係について改めて考え直すきっかけになったことを踏ま

え、「家族」をキーワードにさまざまな視点から考察します。 

 

 ぜひこのイベントを告知、または当日の様子を取材していただければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

●プログラム ： 事前申し込み不要、入場無料 

≪震災後の子育て支援 ―心理学に求められること―≫ 本館1201教室 

3月3日（土）14：00～16：50 （開場13：30）  

    講演「震災後の子育て支援の現状と今後の課題 ―山形における実践から―」 

                野口比呂美 氏（NPO法人やまがた育児サークルランド代表） 

       ≪東日本大震災後の家族 ―心理学に求められること―≫ 本館1101教室 

3月12日（月）15：00～16：50 （開場14：30） 

              講演「大震災後の家族の現状と課題 ―私たちにとって家族とは―」 

                    団 士郎 氏（仕事場D・A・N主宰、立命館大学大学院教授） 

●会  場 ： 明治学院大学 白金キャンパス （東京メトロ「白金台駅」徒歩7分）※お車でのお越しはご遠慮ください。 

●主  催 ： 明治学院大学 心理学部 

●お問い合せ ： 明治学院大学 心理学部共同研究室 Tel：03‐5421‐5522 

取材のお問い合わせは…                   明治学院大学 広報室   担当：渡辺、板橋 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37   Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185 

   koho@mguad.meijigakuin.ac.jp    http://www.meijigakuin.ac.jp 

PR-NO 1110021035 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 


